


４ｊ

阿武川ダム

村花－「ユズ」　昭和５５年９月２日設定 村木－「杉」　昭和５５年９月２日設定



の
　
美
し

辺ぺ飼ｙ町？，

袖
山

－

　　　　　　　ａ．ニ　　ー・，＝。きにこ　　，５　２う
は三くんの誇り責任と希望，

んを意味します。

田ｆｊ

記

う

つ

村名［川上村］

　
　
　
　
し
　
ぜ
ん
　
　
あ
い

れ
た
自
然
を
愛
し
、

め

　
　
　
　
　
は
か
げ
　
　
　
　
バ
フ
ｙ
い
　
　
．

い
の
　
灯
影
も
　
趣
　
そ
え
て

に
も
　
山
に
も
　
恵
み
ぞ
　
游
る

れた村をあらわします。

い
ざ
護
れ
　
進
め
よ
　
わ
れ
ら
の
な
り
は
ひ

ｔ

緑Ｅ

飛やく発て

山と川と湖（ダム）の美しい自然に恵ま

を図案化したもので、

　
　
　
そ
ん
み
ん
け
ん
し
ょ
う

川
上
村
民
憲
章

　
抽
た
バ
孔
恍
ち
洲
上
村
民
は
、

　
の
築
い
た
郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、

川

上

村で

歌ヵヽ

　　　　　たん：ｊｌ・：ｊ　　　　にね

円は団結を、羽

白
卜
貞
利
作
詞

安
藤
清
彦
作
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
し
ぜ
ん
　
ま
も

合
わ
せ
て
、
美
し
い
自
然
を
守
り
、
活

力
に
満
ち
た
住
み
よ
い
村
を
目
指
し
て
、

こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

重
た
っ

野ｙ蚕２千’Ｊ八や

．　．｜・　４　二

ヶ
－
ん
じ
ん

先
人

力
を

押
尾

司
編
曲

－／　　　　　　　　　１　１，｀，
て’／・，　　　－－・

村　章

　
　
　
　
い
の
ら
　
　
　
な
・
に
・
・
・
’
‘

三
、
命
も
　
擲
っ

　
ぎ
せ
い
　
ま
こ
じ
Ｉ

　
犠
牲
の
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

い
よ
い
よ
　
火
と
こ
そ

磨ぷに

け
よ
　
わ
れ
ら
の
な
ら
ひ
を

　
　
　
し
ょ
う
が
い
　
　
マ
つ
　
　
　
　
ま
な
　
　
あ

一
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
合
い

燃
ゆ
れ

八
十
渓
　
あ
っ
む
る

．
だ
　
　
　
　
　
わ
り
　
　
　
　
”

親
し
み
　
睦
み
て

　
　
　
　
ｋ
　
　
　
ｉ
Ｑ

　
　
　
―
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
－

　
　
　
　
　
ｋ
　
　
　
ｉ
Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
か
・
μ

い
ざ
起
て
　
興
せ
よ
　
わ
れ
ら
の
川
上

平
成
元
年
五
月
一
日
制
定

伝
え
て

ゃ
そ
だ
．
に

文
化
を
高
め

伸
び
ゅ
く
村
を
築
き
ま
す

　
　
４
　
５
　
　
　
ｊ
Ｓ
ｊ
　

　
　
４
Ｑ
　
　
　
ｊ
Ｒ
　
ｔ

　
　
川
こ
そ
鑑

ち
か
・
・
’
‘

力
を
あ
わ
せ

め
に

環
境
を

佞
み
よ

４
　
１
１
　
ｊ
１
４
ｆ
　
　

青
淵

Ｘ
Ｑ
　
９

０
４
４
　
　
　
１

巌
は
　
．

　
　
・
・
－
ニ
ろ

　
　
心
も

思
い
は

ｊ
ま
迫
り
て

　
Ｉ
Ｑ

狂
ひ
て

”

　　｀ゝ

す

ご
と
の
　
　
．
．
．
．
　
　
Ｊ
．

整
え

い
村
を
つ
く
り
ま
す

ｆ
’
‐
力
ね

高
嶺
は

は
や
石

雄
々
し
き

か
『
｛
よ
　
　
　
ふ
‘

神
代
の
　
尽

　
い
ざ
継
げ

情丿眺ぷ

ミ　　●

　
　
　
け
ん
こ
う
　
　
き
ん
ろ
う
　
　
と
う
と

一
、
健
康
で
勤
労
を
尊
び

　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
ゆ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
だ

　
　
　
豊
か
な
村
を
育
て
ま
す

　　叫ｌ黙ｊ？
浄ｌ猛ｌｊぶし
し　く

－

老
参
は





４ ｊ １ 　 １ 　

　 ４ 鯛 り い 　 　 一 八 つ Ｊ Ｊ

　 　 　 　 　 　 ・ ． Ｊ ｆ ｙ 。 　 　 ！ 一 一

゛ ゛ χ べ 仙 淵 ふ ぷ ゛ ”

　 Ｘ

　 　 　 　 ［ ３

χ Ｊ ／

四 、 ／

１ 　 渥 ９ Ｋ ４ 聯 な 福 ｌ

χ １ ／で １
三 紀 崎 恥

ｙ ｔ 恥 や 一 礼

　 　 　 　 Ｓ ４ Ｊ

゛ ｖ ａ 回 Ｉ ｒ

４ ４ ９ 　 Ｊ Ｉ Ｉ

Ｚ ｄ Ｘ

Ｘ 　 Ｑ Ｘ

冷
こ

｀
と
（
ｉ
｀

Ｘ 　 ｆ Ｘ

Ｚ 　 Ｘ

χ １ ／　 ｌ ｉ Ｓ Ｘ

き 乙
タ

Ｘ ｔ Ｓ

Ｉ １ ／・ ｋ 善 洽 匈 ’ が ‘

４ １ Ｓ 　 Ｓ ｙ Ｑ ｆ ４Ｌ ｔ ’ Ｉ ４ ／

Ｇ 蹄

　き ” ’

χ ｊ ｙ Ｅ

こ １ ４ １ ｙ £

芦 吟

４ １ ４ 　 ４ 　 ４ ４

三 」 に ÷

４ 　 ｊ 　 ４ ４ １ 　 １ １

９ な 型 憑 ¨

μ ？

７ ｊ 　 ７ ９ 　
ｊ 　 　 　 　 　 　 　 　 … … … Ｊ づ ・ ‥ ｔ ｔ ． 】 ゛ ゛ ”

　 　 　 　 　 Ｋ Ｃ ６ ｙ

ヲＸ ｊ Ｚ

－

／ｔ ？ 今 西 ｀ い　 ｇ ａ ～ 　 ｌ７ ｒ ７ １ １ ９

”
Ｉ

奈 々 叶 か ぐ ／

４
鳶
・

－
　
・

孤 三 ヽ ／

／
シ

χ ｊ ／
・ イ 。 ベ ー 。 … … 、 。 ’ ・ ‘ ¨’ ・ 福 ¨

’

寸 〈 痴

χ Ａ 習 ／

７ ぐ 剱 １ Ｊ ／

更

参 毒 簡

（
時
々





しげ
重

にの

Ｊ

Ｗ＝●●

みや
宮

　　　　村長さんからのメッセージ
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阿武川が流れ、その両岸に野や山が開けてとてもけしき

の美しい村です。

　川上村の人々は、むか



教育長さんからのメッセージ
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山田地区

（１）田や畑の多いところ

山田地区の水田

１３

相原の畑



住たくや商店はどんなところにあるでしょう。

（２）住たくや商店の集まっているところ

三徳地区

目

筏場の商店 相原の新しい住たく



　工場は、どのあたりにあるのでしょう。そこでは、

どんなものをつくってぃるのでしょう。

（３）工場のあるところ

白上地区

アルミネの工場（白上）ＣＣＢの工場（白上）



遠谷地区

（４）山のせまっているところ

長谷地区
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椿瀬地区



（５）ダムのあるところのようす

阿武川ダムのまわり

阿武川温せん（池ヶ原）阿武川ダム



（６）ガイドマップつくり

Ｊ
ｒ

’
‘
’
‘
゛
ｇ
ｒ
’
゛
・
’
．
’
ｓ
・
り
ｙ
Ｉ
。
’
″
’
．
！
’
Ｉ
．
‘
．
’
．
゛
．
・
．
・
申
１
り
・
．
・
．
’
；
；
４
べ
４
ペ
バ
ー
．
‘
Ｊ
・
・
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ａ
ご

／
ふ

匹∽Ｗｒ
　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　ｚ

　　　　　　　　　　２，

　　　　　　　　　　こｙ

　｀１

Ｉ
。
ノ

‘
Ｉ
｀

●●７ここｓこ←ｒここ卜に・・！ｔｉｉ－！ｉ　ｉこ２ここｉｉｉ・！ｔｉｔ

　　　Ｘ

　　　　　　　ノｔ

　　　ｙ

～

ｒ’

表したいものを決めて、ガイドマップを作ろう。

：こＺこぷ，・・
－｀！で１７１こ・●－？？？フコｉここＪｉ・・●！てｒ７てこ５・・ｒ：’：こ・

・へ．ノ

心

Ｉ － 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ． 　 ． ． ・

ナンテン

　　１８

モリアオガエル

ヨ

ここ

　ｔｓ１．７二こふ－１ごｔｚい乙ここｒｔｉ．？竹ｔａｓｉｉ≒ｔ２‡ｓｚｓｉｉ

、＿．ｊ
へ・ノ゛＼ 　

へ
．
Ｊ

、
ｙ

　
　
一

　
一

‥一タこ５ｇ

）　　　　＼へ．

Ｘ。ノ’

１・●？ｔｉｉ？ｌｔ　ｉ≒！！ｔ７・・竹？て７１ａ≒！ｚｔｓ；

椿瀬のっぽき



　わたしたちの家では、どこで、どんな物を買って
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店で買っています。買い物のようす
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　＿　　　　　　　Ξ？ぶ

ー－－－－＝－ごーに１｛



し冰
ま
み
よつＯ

恥物調べ

したもの家の１週間の買い物調べを表にわた して

＼ 近く岫店
晰車伎

りにく５店
ショヽｙピンヅ｀

　　勁ン

スー／ｆ－
　マーヶ、ｙト商店がぃ

月日（日）

月　日（月）

月日㈲

月　日（永）

月日團

月日（匍

月日両

＠着る物やはく物

＠そのほか黄家具や電気き具

２０

＠ｉｌ６ ＠文ぽう具や本ｅ食べ物やのみ物





泡よ兄 匹 老兄し冶品物のし歩らし｝

商工会の
おじさんの話

　家の近くでは、どんな品物を売る商店が多いか調

べてみましょう。

家の近くにあら商店

もみじまつり（１１月）

　村内には、２０の商店のほかにたくさ

んの事業所があります。この人たらを

中心に川上村商工会をつくっています。

　商工会では、９月にあゆまっり、１１

月にもみじまっりなどを行って、村い

外の人にもたくさん来てもらい、村が

にぎわうようにしたり、とくさん品が

売れるようにしたりしています。

あゆまつり（９月）





ト

し

では、品物がよく売れるよう

ているでしょう。

・１

　スーパーマーケツ

こ、ど｀んな工ふうを





　　　ｉ．●｀Ｉ．顔を表にして、ならべているんです。

　　それからね、こうこくの品物を目にっ

きやすいことろに、ならべるようにもし

ているんです。このほかに、少なくなってきた品物を調べてらゆうも

んし、お客さんがこまらないようにも気をつけているんです。

　品物にも顔があってね、

お客さんに、どんな品物か

がよく分かるように品物の

　店の中には、たくさんの人がはたらいてぃました。そこ

で、店の人に、たくさんの品物を売るために、どんな工ふ

うをしているのか、インタビューをしてみました。

品物をならべるおじさんの話

さいや魚、この近くでっくられたかまぼこ、とうふ、こんにやくなど、

地元のおいしい品物も、買ってもらうように力を入れています。

２６

－●

二Ｔ二：でｍＡ：：／４ｔ，

－＝い……ｉ……＝‥こ　ーぺ　店長さんの話‥‥‥

　お客さんにお店にきてもらったら、買いたい

品物がなんでもそろえられるようにしています。

また、カードをはっこうして、買い物をしても

らったとき、ね引きをする仕組みをつくってい

ます。さらに、お買いどく商品をつくって、お

客さんによろこんでもらうようにもしています。

　このほかに、萩市や萩市のまわりでとれるや



　商店がいでは、店の人たちが集まって、商店しんこう組

合をつくっています。組合では、みんなで話し合って、お

うした通りを、商店がいと言います。

　　　　　　、　　　　＿　　　＿　　　　　　丿一。

２７

客さんをたくさんよぶ工ふうをしているそうです。



こうこく ちゅう車場

黎
に

土よう夜市 たなばたまつり

し、商品と交換できるようにして、お客さんに

楽しみながら買い物をしてもらうようにしてい

ます。こうこくは１７，０００まいをくばっています。

大型のイベントがもよおされるときは右の地図

のはんいでこうこくを配ります。

２８

　　大売り出しは、土よう夜市、たなばたまっり、秋の萩焼きまっりや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ａ■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊｊ　　・さい末セールなど１０回ぐらい行っています。そのときには、アーケー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●・　．　　　　　ｉ　　　　　’ドにかざりっけをしたり、いろんなもよおしをしたり、抽選券を発行

田町商店がいしんこう組合のおじさんの話

　　田町商店がいしんこう組合は、およそ５０けんの商店で

つくってぃます。組合では、大売り出しのかかりやスタ

ンプのかかりやアーケードのかかりなどをつくって、た

くさんのお客さんにきてもらう工ふうをしています。



きら　品物の入っていたはこやラベルをみると、どこか

た物かがよく分かります。地図にまとめてみましよ つＯ

○

ＳＩメ吸ごこ１ｔゼ．ト　ー・

戸土∠ＬＩＳ

フ　　　　　　　　　　　　呼Ｒ

４
ｊｌｇ！ｊ４ぎｔ

‘・．‘゛゛‘・　ふ●　　　　　　　　．．．ｊ



　た

るか

える

と思

よい
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べて

か

く

ね，

　‾　‾へ　．．．’
くさんい　白

どぅヵヽ考

０

‾へ

一一
　休に

品しっ

長を調

買うと

と、よ

いろんな大きさの入れ物で、品しっのちがった牛

ゆうでは、どのようにしてえらんだらよいでしょう。

　一　　売られているたくさんの牛乳・‥　‥‥‥　‥

三
’
　
一
白
喜

　
５
０
　
Ｖ
４
　
９

３０

つ

ヽ一一

　家の人は、買い物をするときに、どんなことに気をつけ

て、上手に買い物をしているのでしょう。また、今までに

買い物でどんなしっぱいをしたことがあるか、アンケート

用紙をみんなでっくって、調べてみましょう。





５００万 ５００万

０

１，０００万

　調べｆヽ農さん物の生さんがくを、グラフにまとめ

てくらべてみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ゝ、≒ｔ１１．　　　　　　　　　　　ト　　　　　　農さん物の生さんがく（平成１３年度）

農さん物 米 ゅず 玉ねぎ ’いんげん戸戸１１

生さんがく ５，０１０万円１，４６０万円３１０万円ｉｏｊ肖 回ｊ
　　　（円）

１，０００万

い
ん
げ
ん

玉
ね
ぎ

３２

ほ
う
れ
ん
草

０

ゆ
ず

米





５

水のかんり

　　　　　　　　農家のおじさんの話　　　　　｀

６月ごろから田の水を３～４日間ぬいてかわかし、その後

また水を入れます。こうすると、根のまわりに空気が多くぃき、根が

じょうぶになります。この方ほうは、くきがのびるのをおさえ、たお

れにくぃぃねをつくることにもなります。それに、かぶもよく分かれ

て、米のりょうもふえます。

　ＩＩ・・Ｉ．．
運搬

訓

かりとり・だつこく

かんそう・もみすり（ライスセンター）





ゆずの自生地（遠谷）

山口県内で

（２）ゆずをつくる

　川上村は、古くからゆずをつくっており、

も、主なさん地になっています。　¬

拓

・気こう…気温や雨のりょうなど。

ゆず畑





　　ＪＡのおじさんの話

　形や大きさのそろったゆずは、生

かとして出かしますが、きずがあっ

　川上村でとれたゆずは、どこに送られているので

しょう。

ゆずのか工場（柚和会）

たり、形が悪いものは、かじゅうをしぼって、

すやクッキーなどのか工品に使っています。

品しっだけでなく、見た目もきれいなもので

ないと高く売れないので、いろいろ工ふうし

ています。

　一つ一つのゆずを大きく育てるためには、よ分な実をとったり、

よ分なえだを切ったりする作業があります。また、よ分なえだを

農家のおばさんの話

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月１１月１２月

よ分なえだを切る
　　－
　　　　　　　　　　、゛分な実をとる

　　ひりよう・じよぢ・消どく　　　　しゅうかく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひりよう

切るときに、ｒゆういん』といって、えだを引っぱって広げる作業があります。こ

うすると、ゆずに日光がよく当たり、しっのよいものができます。虫などがっか

ないように、消どくにも気をつけています。

送り先

　－

　　　しまねけん
　　　島根県

－ － 一 一

３８

ゆずを使ったせい品

ダｒ・糾２４

ゆずの

ふくＪＩかけん

福岡県

　川よ村

　／

宇部市

　－　　　　－





（５０年）

－

　‾コ

√」

（ｍ）

２０

－

燃９］お・ ７～２９

（１０年）
１

１｀７　＿．

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿平らな土地が少なく、ほとんどが山林です。そのため、

シイタヶ、木ざいなどを生さんして生活してきました。

　また、県内では一番初めにスギの植林をするなど、川上村は昔か

ら、林業がさかんでした。

　川上村は、きりがよく発生するなど水分が多く、土地もこえてぃ

て、木を育てるのにてきしていたのも理由のーつです。

森林組合のおじさんの話

　川上村は、

たきぎや炭、

　木を育てる仕事には、どんな工ふうや苦ろうがあ

るのでしょう。

木を育てる仕事のこよみ（スギ・ヒノキ）

乍木炭づくり

シイタケ
さいばい⇒

－

主Ｃ

－

作き

業
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・１０

－ －
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④えだ打ち

森林組合の

おじさんの話

　なえ木を植えた年から

およそ１０年間は、山に生

えてくる草やぞう木をかる下がり作業を

します。その後およそ１０年間は木のせい

長をよくするために、えだ打らや間ばっ

などの作業をします。えだ打らは、林の

中に日光がよく入るようにするために、

よ分な下えだを切り落とします。また、

２０年くらいたっと、木と木の間かきゅう

くっにひって、木のせい長が悪くなるの

で、間ばっといって、木を間引きます。

　このように、山の木を育てるには、長

い年月がかかり、なえ木を植えてから、

切りだすまでに、だいたい４０年から５０年

かかります。

⑥切りだし

　木が大きく育ったので、

チェンソーで木を切りだお

し、ワイヤーなどを使って

運び出します。

１２

⑥間ぱつ

間
ば
つ
し
な
い
と





さけ（山田）しょうゆ（陽）

難『

／それぞれの工場の原リようはどこからきて、つくられ

たせい必はどこへ送られて行くのか、調べてみましょう。

アルミ（白上）ポリジュース（池ヶ原）
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でしまいました。右の写真の『望

郷の碑』は、みずうみのそこにし

ずんでしまった高瀬小学校をしの

んで昭和４６年に、望郷半島にたて

られたものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　望郷の碑

麗麗●■■■●●●■●●●●●●麗麗■●・・●Ｉ●●●●●●●■●●‐●●■‐●■魯麗●

きるときにダム湖のそこにしずん　ミｉ

　川上村には、ダムができるころまでは、川上小学校のほかに、

笹尾分校・高瀬小学校・野戸呂小学校・立野小学校がありまし

たが、昭和５３年までに、次々にとう合され、１つの学校（川上

村立川上小学校）になりました。高瀬小学校をのぞくほかの分

校や学校は、今もあとがのこって

います。

　高瀬小学校は、阿武川ダムがで
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川上小学校のじ童数のうつりかわり

　川上小学校が１つになるまでに、じ童数はどのよ

うにかわっていったのでしょう。

（２）じ童数のうつりかわり

１７

○上のグラフを見て気がっくことをまとめてみましょう

　①一番多かったのはいっごろでしょう。

　②一番少なかったのはいつごろでしょう。

　③へりはじめたのはどうしてなのでしょう。

　④全休のへん化のようすをまとめてみましょう。



知る手がかりがたくさんあり

ます。見学の計画を立てて調

べてみましょう。

①教科書

②つくえやいすなど

③着ていた服やはきものなど

阿武川歴史民俗資料館

　　り・。｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一、　　　　　　　ｔｌ．｀　　ｊ　。・♂・ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　ｄ・　　　　　　｀●「１．１丿　　．ｌ
　　昔の学校では、どんな用具を使って勉強していた

のでしょう。

　ｊ５　　　●、・ご　　　　．．’．・．・・、歴史民俗資料館には、昔を

３０年ぐらい前に使っていた

　　　　　　２人用のつくえ

き ました。

カタカナで書かれた教科書（昭和８年から使用）

服そうは、きものから洋服にかわってい





あらおこし

　農家の仕事は、今とくらべてどんなちがいがあっ

たのでしょう。

　　　　　　　　田植えのようす一一一一一…　……‥‥‥　　‥

　　　　　　のう　　　　ｌ　゛゛ぶ●
　　　　　　　　　　　　　　　”　二し（２）農家の仕事

しろかき

５０

かいこにくわを

あたえている

ようさんのようす

手植えのようす

　
　
　
ｔ

Ｊ
Ｒ

　

ｌ
　
　
Ｓ
ｆ
ｌ
～
１
　
１
８
９

マユをまぶしから

とっている

ら仕事に出かけ、夕方おそくまで家には帰れませんでした。とくに、

田植えやいねかりなどは、何けんかの農家がきょう同でしなければ、

商に合いませんでした。かまを使って一かぶ一かぶ、かリ戒っていく

仕事も、かたやこしがいたくなって、とってもっらい仕事でしたね。

今のように、自由になるひまな時間はありませんでした。夜は、おそ

くまで、かまや道具の手入れをしていたのをおぼえています。

　　　　おじいさんの話

　田の仕事では、牛や馬を使ってあらおこしをしたり、

しろかきをしたりしました。朝早く、夜が明ける前か



　今からおよそ１００年前、立

野地区ではじめてようさんが

始まりました。農家ではかい

こをかって、たくさんのマユ

を出していました。

　川上村のようさんは、県内

でもさかんな所になりました。　　マその集か　　　　

，．，
　　．ｒ　　　ｆ　　・　　　　　　　　　　　　　　φ　　　■・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「■　・ｊ，・Ｉ

　　大正元年

，

防長バスが小郡

と萩の間を走るようになりま

（ア）ようさんが始まったころ（８０～１００年前）

（３）川上村の１００年のあゆみ

　川上村のようすや人びとのくらしのようすは、こ

の１００年の間にどのようにかわってきたのでしょう。

した。バスは６人乗りでした
　　＿　　、、　。‥、八　ｒｙ

ない時代だったので、子どもたらもよく手つだってくれました。

　かいこは、くわを食べれば食べるほど大きくなり、とくにマユをつ

くりはじめる前に、－悉たくさん食べていました。いそがしいときは

夜中の間ずっと世話をしたり、くわの葉をつんだりして、気がっいた

ら夜が明けていたということもよくありました。

５１

　　　　　おぱあさんの話

　ダムができるころまで、村ではかいこをかってぃました。

夏の暑いときに、くわの葉をせ中のかごいっぱいにつみ

とってきて、かいこに食べさせるのが大へんでした。車も

が、それまでのかごや人力車、

客馬車は、バスにかわって、

しだいにすがたを消していき

ました。
－．●　　・・
乗合自動車（防長バス）



でした。それまで夜の明かりは、油を

使うあんどんやカンテラ、ランプだっ

たのです。うす暗いランプの明かりか

ら、明るい電とうにかわったことで、

くらしもずいぶんべんりになりました。

　　　　　　　　　　　おばあさんの話

　はじめてともった電とうは、はだか電球にかさをつけ

た小さいものでしたが、とてもかんげきしたことをおぼ

えています。それまでのランプの明かりはうす暗くて、

食事もうす明かりの中でしていました。それに、ランプ

（イ）電とうがついたころ（６０～８０年前）
　村１こ１よじめて電とうカくともったのは、、ヤ……゛……ニ゛゛゜：‾゛゜：゛‘゛；４：’……’゛ｃ’４゛’７‘゜゛゛’：”ｉ”｀ｊ・

今からおよそ８０年前の大正６年のこと　ｌ

ｒ暇１ゝ　

、、、＿．

はすすが出るので、家の申がすすでよごれたり、顔がすすで黒くなっ

たりすることもありました。

の人たちが大雨の後、川舟の水路を守るために、流されてきた大きい

岩などをのける仕事をよくしていたのをおぼえてぃます。

；２

　　大正ｎ年には阿武川下り客舟組合がっくられ、高瀬から萩市

の松本までかん光客を運び、川下りでにぎわいました。ちょう

ど同じころ、長門峡が名勝地に指定されました。

　　このころ、川上村の人たらが萩へ出かけるときは、歩くか、

１’　　　ｆｌ　　　　　　　　　　ａ．　「●ｉ　　　　　　　ゝ　　　　　　　　ゝ　　　　ｌｌ　　　　　　　　　　　　　　　　。－．Ｊ木炭などの荷物を運んでいた川舟に乗せてもらうかしていたそ

うです。川下りの川舟は、ねだんが高くて川上の人たちはほと

んどり用しませんでした。

　　　　　　　　　　　おじいさんの話

　　子どものころ、川ベリで遊んでぃるそばを、川下り

　の川舟がよく通っていたのを思い出します。また、村



名札）

６わ

ずきん

　同じ年、日本の国は、アメリカや

イギリスを相手にせんそうを始め、

川上村からもたくさんの人がへい士

として、せん場へ出ていかなければ

なりませんでした。

　せんそうがはげしくなるにつれ、

村の生活のようすも少しずっかわっ

てきました。

（ウ）せんそうがはげしかったころ（４０年～６０年前）

　昭和１６年（およそ５５年前）には、乗合自動車（バス）

峡まで走るようになり、川舟はあまり祉われなくなりま

も長門

した。

１ダ
゛
／
ｊ

げ
ん
さ
ば
手
か

ぐ

　企べる物もだんだん少なくなり、豆ごはんやいもがゆ、ふきやわら

びなどをたいたものが中心で、白いごはんを食べることはあまりあり

ませんでした。白いごはんを食べたのは、お正月とかおぽんとか、お

祭りのときぐらいでした。子どもは学校に行っても、農作業ばかりし

ていました。

　生活が苦しかったのは、せんそう中よりも、せんそうが終わってか

らでした。

５３

　　　　おじいさんの話

　村のわかい者はせんそうに行ってしまったので、村

にのこったのは、女と子どもと年よりが中心でした。

－→もんぺ）

　蚕べる物もだんだんと少なくなり、筏場の川上小学校の運動

場はいも畑にかわり、いもがゆなどを食べることが多くなりま

した。

　昭和２０年には、せんそうは終わりましたが、平和やゆたかな

生活にもどるのには、しばらく時間がかかりました。



二

＝知１・＝こ。．ｊ

‥卜卜，＝溥：・，添とご，＝幸ＦＳ。・＝，…………＝・ｉ・・，・・嫌ｉＩ＝ｉ；１こＥ・．ｌ＝：ｌ，：，・。・・＝・。・。。・φ。’＝

　　前の川上中学校

（エ）村にテレビがはいったころ（２０～４０年前）

　せんそうが終わってしばら

くすると、村もしだいに活気

　昭和２５年には川上中学校の

校舎ができました。

　１　／　　　　Ｗ　－　　●　・・　Ｗ　Ｗ’－　　　｀　曹¶

をとりもどしてきました。

た。何よりも人々のくらしに大５なえいきょうをあたえたのは、

テレビではなかったでしょうか。

　　昭和３６年につくられた小学校の校歌

このころ、村にしんりょう所ができ、

テレビをはじめて見たおとうさんの話

５４

　はじめてテレビを見たのは東京オリンピック（昭和３９年）のころだっ

たね。小学校のてい学年だったよ。　１４インチの小さな白黒テレビだっ

たけど、遠くのことが目の前で見れるのが、ふしぎでたまらなかった

ね。番組はあまり多くなかったけど、プロレスやすもうを本気で見た

ことをよくおぼえているよ。オリンピックでの日本せん手の活やくに、

一生けんめいテレビの前で、はく手を送っていたね。

’一一・’‾一”・‾‾’．’・；‾‾‥・・●｀・・や－　　Ｉ’‥・●χ●：●；●ｉり’‥－

　　昭和３１年にできた小郷函

村えい電話もっきまし



　ダムができたことによって、

大雨に対するネ寸人のきょうふは

なくなり、安心して生活できる

ようになりました。

　集中ごう雨のときの

　村人の話

　昭和４１年８月１９日、朝６時ごろ

ふり始めた雨で、川の水が見る見

るましてきました。江舟地区では、

防長バスが川に流され、筏場でも

昼すぎごろから、家のゆか上まで

水が入ってきました。大切なもの

は、できるだけ２階に運びました

が、１階にあった家具などはほと

んど流されてしまいました。水が

引いた後も家中どろだらけで、

とってもふえいせいでした。水が

こんなにこわいものだとは思いま

せんでした。

（オ）阿武川ダムができたころ（１０～２０年前）

　　Ｉ　．－・　ｆ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　』．｀・？・　：．｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ
　　昭和４１年と４７年の二度の集中ごう雨で、村全休が大きなひが

いを受けました．

川上村公みん館

　昭和５４年には新しい公みん館

ができ、次の年から川上村ふる

さとまっりも始まり、村人のっ

どう大切な場所となっていきま

した。

阿武川ダム



も
てのは、昔のどんなよ

いるのでしょう。

（１）昔のようすや人々のねがいをつたえるもの

　村に古くからのこっている

うすや人々のねがいをつたえ

薬し地ぞうそんほか（横坂）

水がいでなくなった人の
むえんぼとけ（佐古）

水がいのひ（江舟）

背向け地ぞう（相原）

六地ぞう（惣ノ瀬）

　　　　５６





神楽まい（１０月２７日）

●義民おどり

　「義民おど｀リ」も川上

村の無形文化ざいの一つ

です。

●遠谷の神楽まい

　遠谷の神楽まいは村の文化

　　　　　－●　　　　　　　　　　　　　　ｉ・　、　・　　。
ざいに指定されている「悪魔

ばらい」のまいです。作物が

豊作であることを願い毎年１０

月２７日に行われてきました。

　ほぞん会の人たらが、村のノ

若者に受けっいでもらおうと、

いろいろ活動しておられます。

　　　このおどりは

、

相原の

、

道路ぞ
いにある「平助・

　■’●　　　Ｉ●－　　　　　　●
　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　丿．　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ・　¶●
　権太の墓」に由来するも

　江戸時代に、萩の代かんと町人が手を組んで、橋本川の上流

をせき止めて水車場をつくったため、川がひ上がり、川上から

のいかだが使えなくなってしまいました。こまった村人は話し

合い、水車を打らこわすことにしたのですが、そのことが役人

に知れ、代表の平助と権太がとらえられて、うち首にされてし

まいました。村人はこの二人をしのんで義民音どをつくり、ふ

り付けをして、おぼんにおどり始めたのが「義民おどり」の起

こりです。

５８

のです。義民おどり
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（１）学校で使われる水
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しぶうこう口さー．’１

ふ・く小皿
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３年教室

永遠

６０

学校の水道のしくみ

タンクに水、£

　＆める

地下水２ポ’ンアて’

＜みよけ１４）

便所

　学校には、じゃ口’

がいくっあるのかな。

地図にかきこんでみ

ましょう。

６年教室

顕
川
上
村
民
体
育
館

５ａ●

コー今

１年教窒

年教官２年教窒

オーブンスペース

５年教室゛副



集落共同給水しせつ

（２）村で使われる水

｜水道名 できた年ニリ？水区いきｉ水道名｜　できた年１給水区いき

①咄ヱ水道｜昭和４５年３月｜白上団地
一一～一一石炭扁水道戸ｎ４９年４月

灰福

②催告，＞４７年３月｜佐古団地 ⑦ いかだば　　｜　　　　　「筏瑞々　｜　　ク　　｜筏瑞

・油　， ，４８年５月｜岡 ⑧ 山田々　）召和５５年４月ｉ山田

④｜木ノ漸々 ，　憚７瀬 和相原ク｜゛５８年　｜相原

斜痢 礼ｉ屈パ禎３々 堂河内
相原団地壮 相原団地づ　タ８年

６１

《川上村図》



た
ま
。その後、平成８年

した。共同給水しせ

川上村では、昭和４５年に、白上団地に阿武川の水を利用して、

［集落共同給水しせつ］がっくられまし

までに、１１の区いきに給水しせっができ

つでは、地下水を貯水場にくみ上げて、そこから地下の水道管

で、それぞれの家まで水を送ります。

一一一一
水をくみ上げるポンプ

６２

貯水そう（堂河内）

給水タンク（灰福）



　川上村の地区の中には、ボーリングをして、ポンプでくみ上

げた水を使っている家庭や、井戸水をポンプでくみ上げて使っ

ている家庭もあります。

井戸のポンプ打ちぬきポンプ

　　　　　　　　役場の人の話

　　　　　　　　　　　　ｊ：　；｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔ．・１　　　川上村では、飲料水をかくほするために、共同の

　　給水しせっを利用している地区があります。しかし、

地区によっては、家と家がはなれていて、水道を引くの

にお金がかかりすぎるところもあります。このような

手
お
し
ポ
ン
プ

山
水

地区では、何けんかの家がいっしょに飲料水を使えるようなせっびを

つけているところもあり、役場ではそれをほ助しています。



？ ？？

（３）水のゆくえ

？

　川上村では、集落はい水の

施設を作ったり、家庭にじょ

う化そうをつけるときにほ助

をしたりして、川をよごさな

い努力をしています。

６４

蓮如ピ。ｊ晦
　＿　　　．Ｊ

三徳地区農業集落排水施設

谷阿ｌｉ

・－　・　－
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１，８００

１，６００

１，４００

１，２００

１，０００

８００

６００

４００

２００

０

集められたごみの量と人こうのうっりかわリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（川上村役場調べ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦心
　くｔ）

１８０

１６０

１４０

１２０

１００

８０

２０

　０

ごみの種類 ごみの量

べ白

Ｕ

ルィ

●

●

リ

の；

。ｇ

●

●

●

缶

ピン

●

●

●

６６

１１　　　　１２　　　　１３　　　　１４

　燃やせるごみ；雛塵１燃やせないごみ

平成１０年 　１５（年）

資源ごみ



（２）ごみを集める

６；

庁’ｆ　／　－゛；ｉ　｀　ｙ　，４：！７

尚ソＴＴづべ

　　‘に　ダ　・－．‘？ドｙごヽ；・

寸¬ｌｉ？？７’７？¬Ｉｒｙ］１１Ｅ７７１７７ｒ¬¬ｍ７Ｆ７・；｜
ｌｔ　　　．．．，ｉｚ１’１踪ｉｊｉ．’　　　　ｉｆぴー＝１？ΓΞ＝ｉ

；

？？４回゛四

警所々測漏芸ミＪ砂

　ブ：’；；　　　ニ　｀バｊ：″ふ，ｊ４
．　ｊ　　　ｊ．　●
各家庭に配布されたごみの分別表

場がありま才。ごみしゅう集車で回ります。ごみを出すときには、特

に生ごみの水をよくきって出してもらえると助かります。

　ごみの中には、きれいにしたり作り直したりすると、まだ使える物

がたくさんあります。そこで、ごみを缶、びん、紙パック、ペットボ

トルなどの種類ごとに集めることが村で決められています。

　　　ごみを集める人の話

　川上村のもやせるごみを集める仕事は、げんざい、

４人で行っています。もやせるごみは、４月から１１月

までは週２回、１２月から３月までは週１回、２人ずつ

交代で集めています。村内には、約６０か所のごみ置き
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●

　・ノ　●　　・　・．３１　－
　　ゝ　ヾ－福栄村

ｆ。゛’
・ｙｌ｀
　旭村

￥

川上村

　●

むっみ村

：
｀

‥
ｊ
．
‥
い
‥
‐
‐
。
ｊ
‘
‥
‥
政
り
ｙ
‐
ぷ
一
‥
‥
‥

（３）ごみの行き先

　Ｊ・　●　４゛）．１．
阿武町

Ｓ 田万川

クス ド－ヤトッ 不燃物置場

メＩ
　もえるごみは、萩市のせいそ

う工場に運ばれます。

　このせいそう工場には、萩市

をはじめ、３つの町、４つの村

のもえるごみも運ばれ、処理さ

れています。

リサイクルセンター

ゾ劇



しょうきゃくろの中

叙初ら

ＷＪＳＩ
中央せいぎよ室

（４）萩せいそう工場の見学

　せいそう工場では、たくさんのごみを処理するた

めに、どんな工ふうをしているのでしょう。

ご帆ぶｉ

匹

一一一

しょうきゃくろ

６９

ご１

斥

な

心

ごみしゅう集車（ハッカー車）

ｉ

ｊ９ヨ？９１

１　　　　りｆプラフＦ本
ｆ

　　１４１リ



よごれた水をきれいにする 灰をおくり出す

　ごみはもやせば終

わりなんだろうか。

水じ１う

瓦ｔ６７

赳匈１

な

７０

冷ｌ身心ｔ恥ぶ
くすリ

９
１
　
ａ
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ｊｌ

水辺の教室

ｉ

（５）ごみとかんきよう

かんきょうを守っていくために、どのような工ｊ

．ご‾　　、　　ンＩし　Ｌ　　、ヽ．　　　二、
うや努力が必要でしょうか。

／
ｅ
’

．ゆ

．一二

不要品回しゅう

” Ｉ

１

．

・－

きれいな空気

４Ｚ漑か政



児童手作りのかん板

生ごみ処理器

７２

ごみひろい



５，０００ ６，０００ ７，０００ ８，０００ １０，０００（けん）

　山口県内や川上村では、１年間にどのくらい交通

じこが起きているのでしょう。

　　　　山口県内の交通じこのけん数（山口県けいさっ本部調べ）
０ ９，０００

昭和６１年

　　６３年

平成２年

　　４年

　　６年

　　８年

　　１０年

　　１２年

　　１４年

８，０００７，０００

７３

５，０００ １０，０００（けん）
０ ９，０００６，００（）



０

　　　　　３０　　　　　４（）　　　　５０　　　　　６０　　　　　７０（けん）

山口県内の交通じこの発生場所（平成１４年度山口県・けいさつ本部調べ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ふみ切

２０（Ｘ） １００００（けん）４０００

０

０

川上村内の交通じこのけん数（山口県けいさっ本部調べ）

　３０　　　　　４０　　　　　５０　　　　　６０ ７０（けん）

昭和６１年

　　６３年

平成２年

　　４年

　　６年

　　８年

　　１０年

　　１２年

　　１４年

｜　　　　｜
｜　　　　｜

１　　　　１

１　　Ｉ（４３）

「　　（３６）

１

｜　　　　｜（４１）
１　　　　１　　（４３）

１　　　　１　　（４４）

１　　　　１（４２）

（５５）

　（５７）

（６８

６０００

２０００ １０００（）（けん）６（Ｘ）Ｏ

７４

８０００　０

山口県内の交通じこの原因（平成１４年度山口！展けいさっ本部調べ）

８０｛｝０

ハンドル、

ブレ７キ

４０００

　交差点を

∇安全に進行



川上・鴎収：の周りにある

　　交通安全しせつ

ぼ育医】
一

一
こ’｀

（１）交通じこをふせぐしせつ

　学校の周りの道路には、交通じこをふせぐために、

どんなしせっがっくられているか、調べて地図にか

きこんでいきましょう。

Ｔ　ひょうしき

ｒ－ト１力ｔドレりレ

ー一一センターライン

一一

に）

ロコえん石

コⅢおうだんほどウ

♀ヵ－カラー
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　交通じこをふせいだり、安全を守ったりするため

に、だれが、どんな活動をしているのでしょう。

（２）交通じこをふせぐ工ふうや努力

村
内
の
各
種
だ
ん
体

川
上
村
消
ぼ
う
だ
ん

萩
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全
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会
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上
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学
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川
上
村
長

川
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村
教
百
奢
貝
会

川
上
村
議
会

劉

　また、それぞれの役所や学校などでは、

交通当番を決めて、交通安全をよびかけ

ています。

ｒ¶ｒ‾‾●　一皿．．～－●，＝●＆・

カーブミラー

７６

三徳橋の歩道

交通安全のよびかけ

交通安全対さく協議会の
おじさんの話

所

べたり、安全のためのしせっ

をつくったりしています。

　この会は、川上村の小学校、中学校、教育委員会、ふ人会、老人ク

ラブなどが集まって、交通じこをふせぐために、きけんなところを調



子どもたらの通学や交通教

室の指どうもしています。

　みなさんも、左右をよく

たしかめて道路をわだった

り、安全に気を付けて自転

車に乗ったりしてください。

交通安全の
よびかけ

けいさつの人の話

交通じこをふせぐために、パトロールをしています。また、

交通安全健民運動「ゆず湯作戦」
一一

ちゅうざい所だより

交通安全教室



　交通じこの１１０永の電話は、どのように伝わって

ぃき、じこが起きた場所には、どんな人が来るので

しょうか。

（３）交通じこが起きたら

山口県けいさつ本部

７８

病院



參：

（１）火事をふせぐ

　火事から人々を守るために、村に

はどんなしせっやせっびがあり、ど

のような活動が行われているので

しょう。

　学校や学校の周りには、火事にそなえて、どこに

どんなしせっやせっびがあるでしょう。調べてみま

しょう。

●学校や学校の周りの消ぼうしせつやせつび



Ｊ

火さいを知らせる１

２　階＝

加　消火器

熱感知機

　学校にある

しせつ・せっ

びをかきこみ

ましょう。

・ Ｗ

けむり感知機

－・⊃ヤノｔ　ｉｊ

消火せん

一防火シャッター

　‾≒ひじょう階だん

ひじよう階だん

　　８０

ぼう火シャッター

□

火さいを知らせる機械

けむり感知機

消火せん

消火器

道路

○
■

△



つせし
一
つよ

し

　家の中や、家の周りにも火事にそなえての

やせっびがあるのでしょうか。さがしてみま

ｌ．・’・．ｒ　｀・．
熱感知機の点けん 消火せんの点けん

○

消ぼう器庫

８１

消ぼう水利

ぼう火水そうのひょうしき ぼう火水そう
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広島県

もしもし火事です。

○○の鈴木ですが、

台所から火が出ま

した。すぐ来てく

ださい。

　火事の連らくは、どこへ、どのように伝えられて

ぃくのでしょう。

（２）火事が起きたら
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分だんには、どんなせっびがあり、どんな活動をし

ているのでしょう。

川上村の消ぼう分だん
分だん名 せつび 配置

消ぱう分だんそうこ

のある場所

本部分だん せきさい車・かはん式ポンプ
４がた，こ　心力ＩＩ＿もＪ　おり－長谷、三徳、共栄、遠谷 役場

第１分だん せきさい車・かはん式ポンプ
　Ｊ，．゛Ｉ‘ｄ゛）Ｉぷ　』－　　』．‘，．１でＩＩ」立野、白上、椿瀬、横坂、惣ノ瀬 立野

第２分だん せきさい車・かはん式ポンプ 函田、ｊｌ床ぐ佐古、Ｉ瓜ｙ乍、堂河内山田

第３分だん せきさい車・かはん式ポンプ
－ま５．Ｊ・，り　、・お
柏木谷、惣良台、笹尾 椙木谷

第４分だん せきさい車・かはん式ポンプ
　　〃７　　　　　．た
野戸呂、江舟 野戸呂

役場分だん 消ぽう自動車 役場 役場

村には、６つの消ぼう分だんがあります。

●消ぼうだんのはたらき

消ぼう

消ぼうだん長さんの話

　ふだんはらがう仕事を

出ぞめ式

８３

　　　　消火くんれん

消ぼうだんのおもな活動

　せっびの整び、点けん（毎月

５の日）ぼう火のよびかけ、各

家庭のほう問調査、消ぼう水利

のかくにん、夏季訓練、出ぞめ

式、消ぼう大会への参加など。

していますが、ぼうさい

無線の放送を聞くと、服

そうをととのえ、急いで

げん場へかけっけます。また、日

ごろから、火事を起こさないよう

に、いろいろな努力をしています。

　みなさんも火事のこわさを知り、

火遊びなどしないようにしてくだ

さい。



教
育
長

消
ぼ
う
だ
ん
長

議
会
事
む
局
長

し
ん
り
ょ
う
所
長

各
課
長

（出動命令）

－

本部長（村長）

一一ＪＩＩ上村さい害対さく本部

　さい害が起こり

そうな時、村には、

さい害対さく本部
副本部長（助役・しゅう入役）

消
ぼ
う
だ
ん

文
教
対
さ
く
部

　
（
教
育
長
）

け
い
理
対
さ
く
部

　
（
し
ゅ
う
入
役
）

し
せ
つ
対
さ
く
部

　
（
し
せ
つ
課
長
）

農
林
商
工
対
さ
く
部

　
（
け
い
ざ
い
課
長
）

医
り
よ
う
え
い
生
対
さ
く
部

　
（
ほ
健
福
し
課
長
）

さ
い
害
救
助
部

　
（
住
民
ぜ
い
む
課
長
）

そ
う
む
部

　
（
そ
う
む
課
長
）

　
（
き
画
開
発
課
長
）

うほうを集めたり、

それを村の人に伝

えたりします。

　また、さい害げ

ん場のパトロール

にも出かけます。

χ
｀
　
よ

がせっ置され、

い害に関するじ

８１



川上村消ぼうぼうさい無線システム

　川上村では、昭和６３年にぼうさい無線がっくられました。こ

れにより、役場（送信所）から送られるさい害のきん急じょう

ほうや、日ごろの生活に必要なさまざまなじょうほうが、いち

早く正かくに伝えられるようになりました。

　てぃ電の時にも、自動的に、ひじょう電げんに切りかわり、

きん急の大切なじょうほうを伝えるのに、こまらないようにし

ています。

　　　　　　　　’ニ１　’．　二卜

各家庭の受信機

８５

けいたい型無線機



明木川のごがん工事（京床）

放流中の阿武川ダム

　昭和５０年、村に阿武川ダムがっ

くられ、昔のようなこう水の心配

はなくなりました。

　また、村では川の流れをよくし

たり、てぃぼうや山のしや面がく

ずれるのをふせいだりする工事を

行っています。

８６

急けいしや地の　　　、
ほうかいぼうし工事（筏場）

ち山えんてい（岡）





遠めましたが、用水路（田に水を

引くための水路）をつくらなけれ

ばならないこと、さらに、正堂石

の大きながんばんに水を通す工事

がむずかしいことから、取りやめ

になりました。

　明治２０年（１８８７年）に、立野の

‘。１か｀。　ぐ．　　　ｌ．　トぞｊ平野岩蔵が工事に取りかかりまし

たが、やはり、正堂石の工事に苦

しみ、また毎年のようにくり返す

水害に、手のほどこしようもなく、

完成させることはできませんでした。

　明治２５年（１８９２年）、島根県岩見

　　　　　　　　　　　　Ｉ丿　ｔ　ｌ。　　　　　　　　　　　　Ｉ♂ｔ　。村（げんざいの島根県浜田市）か

　　　¶、¶　　　　　｜　　。　　ふ・ら、石津平造が川上村にやってき

ました。平造は、島根県で養さん

業をいとなんでおり、当時養さん

がさかんだった川上村にやってき

たのです。

　白上原は、川上村でー奏広い平地です。林業を中心としてき

た村では、食料不足にこまり、この広い平地に水を引いて水田

にすることが、ずいぶん昔から考えられていました。

　今からおよそ１３０年前（１８６６年）に、毛利はんの代官杉民治が

白上原のあれ地を開たくして水田にしようと考えました。明木

村（げんざいの旭村明木）の庄屋滝口吉右衛門が、この計画を

　　　　　　　　　　　　　Ｉ¶　～　・／
開たくの歴史

８８

年代 できごと

１８６６

１８８７

１８９２

１８９５

１９００

１９０８

１９０９

１９１４

１９２３

　杉民治と滝口吉右衛門が

開発の計画を進めるが失敗

する。

　平野岩蔵の計画が失敗す

る。

　石津平造が島根県からや

ってきて、養さんを始める。

　石津平造が白上原の開た

くを始める。

　石津平造らにより、２０ヘ

クタールの水田が完成する。

　たびたび、こう水が起き、

田が流れる。

　ぁんの４ゅ、．ぇ　．ら《など．りょほる
　阿武忠兵衛、福永清晴が

開発の計画を進める。

　馬渡井手が完成する。

　１８ヘクタールの水田が完

成する。

　大こう水で水田が流れる。

　　　・♂ゅ｀，　福永隆太郎らが国のほ助

で１７．５ヘクタールの水田を

完成させる。



正堂石の通水口

の人々と共に、工事に取りか

かりました。平造は、こう山

を切り開くぎじゅっを生かし

て、正堂石にトンネルをほり

阿武川の水を通すことに成功

したのです。こうして、およ

そ２０ヘクタールの水田を完成

させました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　ｌ・ＩＪ・　　ところが、くわ園として利用しようと考えていた白上原が、水

田にてきしていることに気付いた平造は、大金を使って、川上村

　　しかし

、

その後もたびたびこう水が起こり

、

樋ノロ（げんざ

い

の筏場付近）にっく

っ

て

い

たて

い

ぼうや用水路が流され

、

水田は

水につか

っ

て

、

もとのあれ地にもど

っ

てしま

い

ました

。

平造は希

望をすて

、

島根県

へ

帰

っ

て

い

きました

。

　けれども

、

平造の意しは

、

この後も村民に受けっがれ

、

阿武忠

　・　　　　　ａ■　　　　ｊ．゛●　・Ｊ　－Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ

矢衛

、

福永清晴らが

、

あらたに用水路や石だたみのて

い

ぼう（馬

渡井手）をつくり

、

大正３年（１９１４年）に

、

およそ１８ヘクタ

ー

ル

の水田を完成させまし

８９

馬渡井手

　　　　ＳＩ　　Ｊ．●　　　・だ。食料不足になやむ

川上村にとって、この

水田はすばらしいめぐ

みをもたらしました。

　ところが、大正１２年

（１９２３年）に、大こう水

が起こり、またしても、



　その後、人々は悲しみから立ち上がり、国と協力して全力で取

り組み、げんざいのような美しい田の広がる白上原をつくリ上げ

たのです。

　今も、白上地区は、川上村の農業、工業の中心地として発てん

し続けています。

”

白上原の開たくのようす

田や用水路はーし

いかり、なげき、

した。

ゆんにして流されてしまったのです。人々は、

その悲しみはなみだもかれはててしまうほどで

一 一

一

￥●ｔｉ玲ｌ

水田の広がる白上原

　　　　９０

⇒

　－

－一

一

“’゛〃｀・ｔ・



　川上村は、大部分が美しい山林からなる林業村です。その美し

さは、昔、奈良県の東大寺を建てる時に、俊乗坊重源というおぼ

うさんが、川上村の柚木谷の木を選んだというほどです。林業が

今のようにさかんになって、良い木材を出すようになったのは、

昔の人々が努力をして、木を育ててきたおかげです。

　昔から、村の人たらは、木を切って木炭やまきを生産し、木炭

　　　　　　　　　　　　　　。’　　　　　　　　・●　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ♂とまきは川舟で、木材は筏に組んで萩まで運び、それを売って生

活していました。そのため、山林はさかんに切り出されていまし

た。

　そんな時、阿武字吉という人が木を植え、木を育てることの必

要せいに気付き、スギやヒノキの植林を始めたのです。これを引

　　　　　ｆｌ・　　‘：　　　　・　ｌ．　　Ｓきっいだ阿武忠共衛は、植林の大切さを村の人々に説明して回り、

人々もそれに気付いて、植林にはげみました。木を切って、良い

木炭やまきをつくり出す一方で、人々は木を育て、山を守り、今

のような山口県でも有数の林業村にしていったのです。



　　・ｙｌ・。　　　●．　ｌ　・●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　ｌ、。　　阿武字吉が植林したスギの木は、成長がよく、病害虫に強い木

とされ、これからさし木のなえをとったものが、「阿武一号」と

名付けられ、県のさいほ場でなえをふやし、山口県のぞう林に生

かされています。

●さいほ場…さし木用のなえをとる親木が植えてある所、（むっみ村にある）

（３）阿武川ダムの建せつ

　　　　　　　　　　　　　　阿武川ダム

　川上村の中心を流れる阿武川は、昔からゆたかな水をめぐみ、

人々の交通手だんとして役立っていました。

　けれども、大雨のたびにこう水になり、家や橋、田や畑が流さ

れました。このような大水によるひ害をふせぎ、人々の生活を守

るために、村と山口県が相談をして、ダムをつくる計画を立てま

した。昭和４５年に工事にかかりましたが、工事のと中にもこう水

が起きて、三徳橋や学校のプールが流され、昔の川上小学校も水

にっかりました。



山口市にうっってぃきました。

　このような人々の苦労のおかげで、昭和５０年に、阿武川ダム

が尭成し、こう水の心配のない、ゆたかな生活を送ることがで

きるようになりました。

　　　　ダムがなかったころの様子（昭和４７年のこう水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－Ｊ　．　　　゜　　｜・●　　　　　　　　　　皿　　．　’　　Ｒｒ・．ｒ■　｜
　　　また、ダムをつくるために、高瀬、木津原、藤蔵、大藤、一

ノ谷の５つの地区が、水の底にしずみました．そのため、１６２世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１・　　　●ＩＩ・　　　●４●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ・　♂Ｉ「．・Ｓ　　　　　　　●．４Ｆ
帯、６７０人の人々が住みなれた家をはなれ、村内の白上や萩市、

人家のひ害

カヌー教室

　　　　　附

ダムが完成してから



２、６４７

　●

　　　゛ゝ、２５００

｀ヽ●，ご０４２

　　　＼
●Ｌよ？５

　（人）
３０００

したいという願いを　地いきの人々は、どんな村に

もっているのでしょう。

川上村の人こうの変化（国昶調査人口）

１、２２０

●
１０００

０

し２８５　　１、２５０

　●一一……－－４

２０００

１，４５７　　　　　１

，３５４
｀●゛゛”｀’－●・・－ヽ～－－－・。

１５００

１９９０１９７５ １９８５１９６５ １９９５　　　２０００（年）

９・１

１９８０１９７０



村えい住たく（堂河内） 道路の整び

（１）かいてきで住みよい村づくり

　自分だもの身の周りで迪められてぃる

づくりの様子を調べてみましょう。

新しい村

住民けんしんかわかみ苑

（２）なごやかで生きがいのある村づくり

ヶ－プルテレビの取材ぽうさい無線



（３）活力のあるゆたかな村づくり

ざいたくサービス車ほ健センター

阿武川温せん

林業の発てん

　　　　９６

川上村の特産品

ふるさとまつり



サークル活動 青年団

（４）未来をつくる人づくり

９７

　川上村は豊かな緑と、大きな阿武川に代表され

る美しい村です。風光めいびで萩市にも近いので、

これからの発てんが期待されています。

　今、この川上村をもっと住みやすくするために、

生活はい水の処理や、定住せいさくを遠めるなど

村長さんのお話

の、生活かんきょうの整びに力を入れています。また、林業村と

して、ますます発てんするよう、山の整びも迫めています。

　川上村は阿武川とともに発てんしてきた村ですから、美しい阿

武川を守っていくのも大切なっとめです。

　川上村に育つみなさんが、この大自然の中で、たくさんのこと

をけい験してくれることを願っています。



モリアオガエル

　わたしたらのきょうどを発てんさせるために、昔も今も、た

くさんの人々が努力しておられます。

　わたしたちのきょうど「川上村」を、もっと住みよいりっぱ

な村にしていくために、これからわたしたらは、どうすればよ

いかを考え、みんなで話し合ってみましょう。

９８

ゲートボール場
　　テニスコート



川」；ｌ村の主似ところに電灯がっく。

筏殤にゆう使烏ができる。

，／石｛；；

長門耶馬渓、を、Ｆ長門峡」とあらためる。

萩～山田～明木の県道ができる。

　、　　　　　－”’こ　　　。　　　　　　　　　　’、！　？・「

１９２０年 ９年

立野地区で養蚕を始める。

ふ¶　　　　Ｓ　Ｉ　ミ　　　　’　Ｉ●石津平造が白上原の開拓を始める。

大こう水で向武川が増水する。

西暦

１８９２年

１８９５年

１９０７年

１９０８年

１９１１年

１９１２年

１９１４年

１９１５年

１９１７年

明治２５年

　　２８年

　　４０年

　　４１年

　　４４年

大正元年

　　３年

　　４年

　　６年

向大患矢衛、福永４鋳らが白上原こう地整理を抒う。

計鍼を「長門加島渓」と名付ける。

ふ祢～栽間に乗谷自動車が走る。（片道１円２８奴）

第一次世界大戦が始まる。

足ふみ回転だっこく我がはじめて挽われる。

１１２年前

１０９年前

９７年前

９６年前

９３年前

　　　　　　ｉＪ　・「　Ｓ♂　ｉ．’阿武川下り客舟組合がっくられ、高瀬から

萩市松木まで観光客を遠ぶ。
主泉寺が建てられる、。

川上ゆう便局で電信を始める。

乗合自動車が山田の県道を走る。

川上ゆう便局で公衆電話の通話を始める。

国鉄（ＪＲトゲスが、東萩～山口間を通り始める。

山陰本線が全線開通する。

萩～長ｒｌ峡間に乗合自動車が走る。

太車弾戦争が始まる。

「川上村のユズ・ナンテンの自生地」が夫熱記息物に

指定される。

広島・長崎に廠子ばくだんが忿とされ、戦争が柊わる。

川上中学校が開校する、

萩～筏場間にバスが開通する。

川上村役場に電話がっく。

発昌寺が建てられる。

２０年

２２年

９９

１９４５年

１９４７年

１９２２年 １１年

　　１２年

　　１３年

　　１４年

Ｉ．．ｆ昭和３年

　　６年

　　８年

　　１６年

１９２４年

１９２５年

１９２８年

１９３１年

１９３３年

１９４１年

１９２３年

舛舶£年蒋

８４年前

９０年前

８９年前

８７年前

５９年前

５７年前

　　　８０年前

　　　７９年前

　　　７６年前ｉ

　　　７３年前

丿叫わ思考揃・ｉ

づ栄銘年前

」

８１年前



年前 西赫 年毎 主なでＸごと

５６年前

５４年前

喫年前
砂

５０年前

４８年前

４ワ年前

４５年前

仏ぁ

４０年前

３８年前

３７年前

３６年前

３４年前

３３年前

昏ｔ

３１年前

３０年前

２９年前

１９４８年

１９５０年

１９５２年

１９５４年

１９５６年

１９５７年

１９５９年

１９６１年

１９６４年

１９６６年

１９６７年

１９６８年

１９７０年

１９７１年

１９７２年

１９ワ３年

１９７４年

１９７５年

２３年

２５年

２７年

２９年

３１年

３２年

３４年

３６年

３９年

４１年

４２年

４３年

４５年

４６年

４７年

４８年

４９年

５０年

消防団かできる。
新しい日本画けん法ができる。

川上村益友伍向組合ができる。

谷学校にＰＴＡがっくられ乙．

川上中学校の校しゃができる，，

川上村森林組合ができる。

川上村教育発貝会ができる，

川上村しんりよう所ができる。　”｀｀　＾｀’

卜吋ｊ

こ

対えぃ電話がっく。
紡長バス立野けぃゆ長門峡腺が開通する。

川上小学校の校しゃが、新しく建てかおる，．

村猷こテレビがはぃる．
旧公民館ができる。

川上小学校の校歌・校章が決まる，

川上対抗ができる。

　　　　ＪＩ　　．♂ＩＩＪ｜　　・玉泉寺９毘沙門天立役が県重要文化財に指定される。
８月に集中豪雨、大きぃひ害がでる。

川上村章・村泳が戻まる・，～望で｀？

明治１００年、村制８０周年記念式典　’‘’　　　　，
が行われる。　　　　　　　仙¨

阿武川ダムエ事始まる。　　　　　　　　｀’
白上在宅自他ができ

苛

立琴小学校、白砂小学校が川上小学校ととう合す仁
二義民の碑が相原にふたたび建てられる。

７月に集申ごう雨、大き、ヽひ害がでる。
三徳橋が汲される

笹尾分校が川上小学校ととう合する。

学校水泳プールがで５る。

阿武川底吏良ね灸４始ができる。ｊｊャプフ２７

阿武川ダが完成す

匹

１００



年前 西盾 年号 呈なでｘごと

２８年前

２ワ年前

２６年前

２５年前

２４年前

が
貨年前

２１年前

１９年前

１６年前

１５年前

１３年前

）乙ク・柁年前

　９年前

　８年前

　７年前

弓年前

１９７６年

１９７７年

１９７８年

１９ワ９年

１９８０年

１９８２年

１９８３年

１９８５年

１９８８年

１９８９年

１９９１年

１９９２年

１９９５年

１９９６年

１９９ワ年

２００２年

２００４年

　　５１年

　　５２年

　　５３年

　　５４年

　　５５年

　　５ワ年

　　５８年

　　６０年

　　６３年

平成元年

　　３年

　　４年

　　７年

　　８年

　　９年

　　１４年

　　１６年

川上中学校の校しゃができる。

川上給金センターができし

川上村保育園ができる，

野戸呂小学校が川上小学校ととう合する。

野戸呂中学校が川上中学校どとう合する，

新しぃ公民館ができる。

第１回川上村ふるさとまつり

が開かれる。　　　　　　　　　，　．，！

火経勁ず

詣

川上村民休育館がてｊし

川上小学校開校１１０周年記念式典が行われる、

川上村ヘアルミエ場ができる。

川上村防災無線が完成する。

川上小学校が灰福に新しく建てかおる。

村制１００周年記念式典が行われる。

川上小学校文部省指定きん労生産学習研究発表会を

行八

萌神島運動公園ができる。．

台風１９号で森林が大きなひ害を受ける。　　　ｆ

立迪毎に歩道戻ができる。　　　　。．ＱＩ　　　，

学校週５日制で第２土曜日が　仙　ｉ，　１．｀‘，

休詐　

鎗

阿武川湿せんふれあい会館ができる。

学校週５日制で第４土曜日も休みになる。

特別奏ご老人ホーム「かゎかみ苑」ができる。

川上けぃさつ官駐在所が、粕顔に新しく建てかゎる。

川上村ほ健センターが灰福できる。

川上村しんりよう所が灰福に新しく建てかおる。

わくゎＸ，會除ランヤ急具政漑

特殊学級新教室完成

視聴覚教室コンピュＴタ設置。校内ラン整備

ＡＬＴによる英語学習開始

社会岫雄木「ゎたしたらのふるさとかゎかみ」改訂雇徊１

１０１



　小学校３・４年生の社会科の学習では、わたした

もの住んでぃる川上村のようすをかんさっして、人

ｊ１　１・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜－　　　　　　　　　　・｜
ノ　　　　　　　　　　　　　　ー　・・。　　　　　　　　　　″・々のくらしや仕事について調べることが、中心に

なっています。そして、これから住みよい川上村に

するにはどうしたらよいか考えていくことも、大切

なべんきょうです。

　そこで、こうした学習に役立ててもらうために、

美しいカラー写真やさし絵や図表などを多くとリ入

れ、なくべくしたしみやすい副読本にしました。

　みなさんは、この本を使って、川上村の人々のく

らしや住みよい村にするための人々の努力をくわし

く調べ、村の発てんにつぃて真けんに考えてくださ

い。そうして、みなさんが、よりよい村づくりに力

をつくすことのできる人になることをねがってぃま

す。

　　　　　　　　　　Ｉ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ．１・　ｊゝψ・　ｊＪ、ψ。　　　　　　　　　　・゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　・／　・・－　．ＩＪ　♂－　　　．ｊｌ．。・。
　この副読本の編集にあたり、多くの方々の温かい

　　Ｉ．ド・　　　ぎ「・レ｀。　　　　：・」’・　　　て、へき……ｌ
ご指導や貴重な資料のご提供をいただきましたこと

あとがき

「わたしたちのふるさと　かわかみ」編集委員会

に、深く感謝し、お礼を申し上げます。
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